
広報うわじま４月号　 8 

村田蔵六と
フォークを語ろう

木曜日　午後２時～
再放送　午後５時～
　　　　午後１０時～

【パーソナリティ】
村田 和剛（蔵六） さん

【内　容】
懐かしいフォークを楽しみましょう。ゲストを迎
えてのスタジオでの生演奏もときどきあります。
※ 各番組への感想やリクエストも受け付けてい
ます。

【と　き】５月１日㈰
（スタート）午前10時～
【コース】九島～遊子沖合
※レースの観戦場所は、
九島の裏側です。

【参加対象】
クルーザーおよびレー
サータイプの ヨット

【申込締切】４月21日㈭
※ 詳しくは、宇和島ヨットクラブホームページ
をご覧いただくか、お問い合わせください。

【問合先】
�宇和島ヨットクラブ事務局（徳田）☎２２ ‐ ０２０１
http://www.geocities.jp/uwajima_yachtclub/

市役所への問合先

□本　　　庁☎２４ ‐ １１１１

□吉 田 支 所☎５２ ‐ １１１１

□三 間 支 所☎５８ ‐ ３３１１

□津 島 支 所☎３２ ‐ ２７２１

□宇和海支所☎６２ ‐ ０３１１

たうん情報

T O W N

I N F O R M A T I O N

ぼ
し
ゅ
う

旧
浦
知
小
学
校
跡
地

活
用
事
業

　

浦
知
地
区
活
性
化
協
議
会
で

は
、
旧
浦
知
小
学
校
跡
地
を
活

用
し
て
浦
知
地
区
の
活
性
化
に

結
び
つ
く
事
業
を
行
う
事
業
者

な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
に
な
る

か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】
７
月
29
日
㈮
ま
で

※ 

現
地
見
学
を
希
望
す
る
場

合
、
募
集
期
間
中
の
毎
週
火

曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら

現
地
に
て
担
当
者
が
待
機
し

ま
す
。
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
要
項
】
６
月
30
日
㈭
ま

で
、
浦
知
地
区
活
性
化
協
議
会

お
よ
び
企
画
情
報
課
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

【
問
合
先
】
浦
知
地
区
活
性

化
協
議
会
事
務
局
（
清
水
）

☎

０

９

０

‐

４

９

７

２

‐

６
８
１
８
ま
た
は
企
画
情
報
課

☎
49

‐

７
０
０
３

宇
和
島
圏
域
手
話
・
要
約

筆
記
奉
仕
員 

養
成
講
座

■
手
話
を
学
ぼ
う
～
入
門
課
程

　

手
話
を
初
め
て
学
ぶ
人
の
た

め
の
「
入
門
講
座
（
全
21
回
）」

を
開
催
し
ま
す
。

【
と　

き
】
６
月
６
日
〜
11
月

21
日
の
各
月
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

【
定　

員
】
25
人
（
先
着
）

【
受
講
料
】
無
料

※ 

テ
キ
ス
ト
代
（
３
，
１
５
０

円
）
は
受
講
者
負
担
。

【
受
付
締
切
】
４
月
28
日
㈭
ま
で

■
手
話
で
話
そ
う
～
基
礎
課
程

　

昨
年
度
以
前
に「
入
門
課
程
」

を
修
了
し
た
人
を
対
象
に
「
基

礎
課
程
（
全
25
回
）」
を
開
催

し
ま
す
。継
続
受
講
生
以
外
で
、

今
年
度
か
ら
申
し
込
み
を
希
望

す
る
場
合
は
、
必
ず
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
と　

き
】
５
月
23
日
〜
12
月

５
日
の
各
月
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
追
加
募
集
】
10
人
（
先
着
）

【
受
講
料
】
無
料

※ 

テ
キ
ス
ト
代
（
３
，
１
５
０

円
）
は
受
講
者
負
担
。
た
だ

し
、
入
門
課
程
で
新
テ
キ
ス

【問合先】ＦＭがいや
☎４９ ‐ １７６９
r-m@gaiya769.jp

http://www.gaiya769.jp/

第２１回宇和島市長杯ヨットレース

うわじまパールカップ２０１６

４月の機構改革により、課・係名や内線番号が異なる場合があります。
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も
よ
お
し

手
話
通
訳
者
・

要
約
筆
記
者
研
修

　

奉
仕
員
養
成
講
座
修
了
者
を

対
象
に
し
た
、
通
訳
者
養
成
研

修
を
開
催
し
ま
す
。

■ 

手
話
通
訳
者
養
成
研
修
コ
ー
ス

（
通
訳
Ⅱ
コ
ー
ス
）

ト
購
入
済
み
の
人
は
不
要
。

【
受
付
締
切
】
４
月
28
日
㈭
ま
で

■
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

　

難
聴
者
や
中
途
失
聴
者
の

「
耳
」
と
な
っ
て
い
る
要
約
筆

記
奉
仕
員
を
ご
存
じ
で
す
か
。

文
字
で
伝
え
る
通
訳
を
一
緒
に

学
び
ま
し
ょ
う
。
全
10
回
。

【
と　

き
】
６
月
８
日
〜
11
月

９
日
の
各
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
定　

員
】
20
人

【
受
講
料
】
無
料

※ 

テ
キ
ス
ト
代
（
３
，
４
０
０

円
）
は
受
講
者
負
担
。

【
受
付
締
切
】
５
月
６
日
㈮
ま
で

■
各
講
座
共
通

【
と
こ
ろ
】総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
申
込
・
問
合
先
】
福
祉
課
障

害
福
祉
係
☎
内
線
２
１
５
１

　

昨
年
度
以
前
に
通
訳
Ⅰ
コ
ー

ス
を
修
了
し
た
人
、
ま
た
は
同

程
度
の
手
話
技
術
を
有
す
る
人

が
対
象
。

【
と　

き
】
５
月
〜
平
成
29
年

１
月
の
間
の
、
月
１
回
程
度
の

土
曜
日

【
と
こ
ろ
】総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
要
約
筆
記
者
養
成
研
修
コ
ー
ス

　

初
心
者
可
。
奉
仕
員
養
成
講

座
修
了
生
は
、
補
講
コ
ー
ス
で

の
受
講
可
。

【
と　

き
】
５
月
〜
平
成
29
年

２
月
の
間
の
、
月
１
〜
５
回
程

度
の
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日

【
と
こ
ろ
】
西
条
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
西
条
市
神
拝
）

■
各
コ
ー
ス
共
通

【
定　

員
】
各
20
人

【
受
講
料
】
無
料

※ 

テ
キ
ス
ト
代
は
受
講
者
負
担
。

【
受
付
締
切
】
４
月
28
日
㈭
ま
で

【
申
込
・
問
合
先
】
県
視
聴
覚

福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
９

‐

９
２
３

‐

９
０
９
３

宇
和
島
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
の
施
策
に
対
し
て
意

見
を
求
め
た
り
、
重
要
事
項
に

つ
い
て
調
査
や
審
議
を
行
う
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
２
人
程
度

【
任　

期
】
２
年
間
（
平
成
28

〜
29
年
度
）

【
会
議
回
数
】
年
間
１
〜
４
回

程
度（
平
日
・
昼
間
２
時
間
程
度
）

※ 

審
議
す
る
内
容
に
よ
り
、
会

議
回
数
は
異
な
り
ま
す
。

【
対　

象
】
市
内
に
住
む
18
歳

以
上
の
男
女

【
応
募
方
法
】
４
月
20
日
㈬
ま

で
に
、「
宇
和
島
市
男
女
共
同

参
画
審
議
会
委
員
応
募
」
と
書

い
て
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

生
年
月
日
・
職
業
（
勤
務
先
）・

電
話
番
号
・
応
募
の
動
機
・
団

体
活
動
な
ど
を
し
て
い
る
人
は

そ
の
内
容
を
記
入
し
て
、
持
参
、

郵
送
（
消
印
有
効
）、
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
先
】
〒
798

ｰ

８
６

０
１ 

宇
和
島
市
曙
町
１
番
地

企
画
情
報
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
係
☎
内
線
２
２
３
６

�g
e
n
d
e
r@
c
ity
.u
w
a
jim
a
.

lg
.jp

市
民
パ
ソ
コ
ン
講
座

■ 

文
書
作
成
ソ
フ
ト
で
写
真
と

文
字
を
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う

【
と　

き
】

（
第
１
回
）
４
月
14
日
㈭

（
第
２
回
）
４
月
20
日
㈬

（
第
３
回
）
４
月
26
日
㈫

各
回
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
講　

師
】
和
田 

周
子 

さ
ん

【
定　

員
】
14
人

【
受
講
料
】
無
料
（
資
料
代
２

０
０
円
は
受
講
者
負
担
）

【
持
参
品
】
筆
記
用
具
、
パ
ソ

コ
ン
（
あ
る
人
）

【
受
付
開
始
】
４
月
１
日
㈮

午
前
９
時
〜

【
申
込
・
問
合
先
】
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
25

‐

７
５
１
４

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ

plus

シ
ー
ズ
ン
公
式
戦

　
■ 
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ

４
月
開
催
試
合
　

【
と　

き
】

▽ 

21
日
㈭　

午
後
６
時

　

VS
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス

▽  

22
日
㈮　

午
後
６
時

　

VS
香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ

【
と
こ
ろ
】
丸
山
公
園
野
球
場

【
入
場
料
】（
全
席
自
由
席
）

○ 

高
校
生
以
上　

８
０
０
円　

（
当
日
１
，０
０
０
円
）

○ 

小
・
中
学
生　

４
０
０
円　

（
当
日
５
０
０
円
）

※
未
就
学
児
は
無
料
。

【
前
売
券
販
売
所
】
明
屋
書
店

宇
和
島
明
倫
店
、
フ
ジ
グ
ラ
ン

北
宇
和
島
、
ス
ポ
ー
ツ
メ
イ
ト

ホ
ソ
イ
、
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
（
ロ
ー
ソ
ン
、
サ
ー

ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
）、
市
役
所

地
下
売
店

※ 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

購
入
す
る
場
合
は
、
発
券
手

数
料
な
ど
が
別
途
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
情
報
課
行
政

改
革
係
☎
内
線
２
５
０
２

たうん情報

４月の機構改革により、課・係名や内線番号が異なる場合があります。
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市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎２４ ‐ １１１１
□ 吉 田 支 所 ☎５２ ‐ １１１１

□ 三 間 支 所 ☎５８ ‐ ３３１１
□ 津 島 支 所 ☎３２ ‐ ２７２１
□ 宇和海支所 ☎６２ ‐ ０３１１

も
よ
お
し

お
し
ら
せ

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧

■
縦
覧
制
度

　

固
定
資
産
の
納
税
者
が
ほ
か

の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と
比
較

し
て
、
自
分
の
土
地
や
家
屋
の

評
価
が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認

で
き
る
よ
う
に
「
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」
と
「
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」
が
縦
覧
で
き
ま
す

（
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
表
示
、
紙

面
印
刷
は
で
き
ま
せ
ん
）。

【
縦
覧
期
間
】
４
月
１
日
㈮
〜

５
月
２
日
㈪
（
執
務
時
間
中
）

【
縦
覧
で
き
る
人
】
納
税
者
（
課

税
対
象
者
）、
納
税
者
と
同
居

し
て
い
る
親
族
、
納
税
者
の
代

理
人
（
委
任
状
が
必
要
）

【
手
数
料
】
無
料

※ 

土
地
の
納
税
者
は
「
土
地
価

格
等
縦
覧
帳
簿
」、
家
屋
の

納
税
者
は
「
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
」
の
み
縦
覧
で
き
ま

す
（
土
地
、
家
屋
を
所
有
し

て
い
る
人
は
両
方
の
縦
覧
帳

簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
）。

※ 

制
度
の
趣
旨
と
異
な
る
目
的

の
縦
覧
は
お
断
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
閲
覧
制
度

　

固
定
資
産
の
所
有
者
が
自
分

の
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載

さ
れ
た
内
容
を
閲
覧
で
き
ま
す

（
台
帳
の
印
刷
は
１
枚
50
円
）。

【
閲
覧
期
間
】
通
年
（
執
務
時

間
中
）

※ 

平
成
28
年
度
分
は
、
４
月
１

日
㈮
か
ら
閲
覧
可
能
。

【
閲
覧
で
き
る
人
】
固
定
資
産

の
所
有
者
、
同
居
し
て
い
る
親

族
、
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
の

利
害
関
係
者
、
所
有
者
の
代
理

人
（
委
任
状
が
必
要
）　

な
ど

【
手
数
料
】
１
件
３
０
０
円

※ 

縦
覧
期
間
中
は
平
成
28
年
度

分
の
閲
覧
手
数
料
の
み
無

料
。

【
縦
覧
・
閲
覧
場
所
】
税
務
課
・

各
支
所
税
務
係

【
持
参
品
】
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な 

ど
顔
写
真
付
き
の
官
公
署
が
発

行
し
た
身
分
証
明
書
）、
代
理

人
は
委
任
状
、
利
害
関
係
者
は

賃
貸
借
契
約
書
・
不
動
産
登
記

簿
な
ど

【
問
合
先
】
税
務
課
土
地
係
☎

内
線
２
５
１
２
・
家
屋
係
☎
内

線
２
５
３
８
・
家
屋
係
（
償
却

資
産
）
☎
内
線
２
５
３
４

松
山
自
動
車
道

夜
間
通
行
止
め

　

高
速
道
路
を
利
用
す
る
皆
さ

ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■�

大
洲
北
只
Ｉ
Ｃ 

～ 

西
予
宇

和
Ｉ
Ｃ

【
と　

き
】
４
月
11
日
㈪
〜
12

日
㈫
の
午
後
８
時
〜
翌
午
前
６

時
（
２
夜
間
）

【
迂
回
路
】
国
道
56
号

【
問
合
先
】
西
日
本
高
速
道
路

㈱
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
）

四
国
支
社
愛
媛
高
速
道
路
事

務
所
☎
０
８
９

‐

９
０
５

‐

０
１
８
１

h
ttp
://w
w
w
.w
-n
e
x
c
o
.c
o
.jp
/

sh
ik
ok
u
-ya
ka
n
/

危
険
物
取
扱
者

試
験
・
準
備
講
習
会

■
試
　
験

【
と　

き
】
６
月
26
日
㈰

午
前
10
時
〜

【
と
こ
ろ
】

（
学　

生
）
吉
田
高
校　

ほ
か

（
一　

般
）
愛
媛
大
学

【
願
書
受
付
】

（
書
面
申
請
）
４
月
12
日
㈫
〜

22
日
㈮
（
必
着
）

（
電
子
申
請
）
４
月
９
日
㈯
〜

19
日
㈫

※ 

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、（
一

財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
試
験
の
種
類
】
甲
・
乙
・
丙

種
の
全
種
類
（
吉
田
高
校
会
場

は
乙
種
第
４
類
と
丙
種
）

【
受
験
料
】

▽
甲
種
＝
５
，０
０
０
円

▽
乙
種
＝
３
，４
０
０
円

▽
丙
種
＝
２
，７
０
０
円

【
受
験
願
書
】
消
防
本
部
・
鬼

北
消
防
署
・
吉
田
分
署
・
津
島

分
署
・
県
南
予
地
方
局
防
災
対

策
室
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
９

‐

９
３
２

‐

８
８
０
８

■�

準
備
講
習
会
（
乙
種
第
４
類

対
象
）

【
と　

き
】
５
月
20
日
㈮
・
21

日
㈯　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】
消
防
本
部
大
会
議
室

【
受
講
料
】

▽
会
員
＝
６
，６
０
０
円 

▽
一
般
＝
９
，２
０
０
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】

○
法
令
・
実
務 

各
１
，４
０
０
円

○ 

問
題
集 

１
，７
０
０
円

　
（
乙
種
第
４
種
の
み
）

【
問
合
先
】
宇
和
島
地
区
危

険
物
安
全
協
会
事
務
局
（
消

防
本
部
予
防
課
内
）
☎
22

‐

７
５
０
１

第
１
回 

ほ
っ
と
安
心

認
知
症
講
演
会

■
認
知
症
を
認
知
し
よ
ー
♪

　

申
込
不
要
。
お
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。

【
と　

き
】
４
月
24
日
㈰

午
後
１
時
〜
３
時

【
と
こ
ろ
】
鶴
島
公
民
館

【
講　

師
】
出
雲 

神
吉 

先
生

【
入
場
料
】
無
料

【
問
合
先
】
認
知
症
カ
フ
ェ
す

ず
ら
ん
（
西
野
）
☎
０
９
０

‐

２
７
８
８

‐

１
５
２
６

４月の機構改革により、課・係名や内線番号が異なる場合があります。
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防
災
ラ
ジ
オ
な
ど
の

放
送
内
容
確
認
電
話

　

防
災
ラ
ジ
オ
や
屋
外
拡
声
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
災
害
な
ど
の

緊
急
時
放
送
と
定
時
放
送
の
内

容
を
電
話
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

番
号
の
か
け
間
違
え
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
放
送
内
容
確
認
用
電
話
番
号
】

☎
49

‐

７
０
６
４

【
開
始
日
】
４
月
１
日
㈮

【
確
認
で
き
る
放
送
内
容
】

▽
直
近
に
放
送
し
た
緊
急
放
送

▽
定
時
放
送

※
Ｊ
Ａ
放
送
は
除
き
ま
す
。

【
問
合
先
】
危
機
管
理
課
☎
内

線
２
０
３
０

防
災
出
前
講
座

■�

地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ

ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
自
治
会
や
各
種
団

体
の
申
請
を
受
け
て
、
防
災
出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど

の
応
急
救
助
に
は
、
消
防
・
警

察
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
に
よ

る
救
助
だ
け
で
は
間
に
合
い
ま

せ
ん
。
地
域
で
防
災
に
関
す
る

心
構
え
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
休
日
・
夜
間
も
開
催
で
き

ま
す
。

【
講
座
内
容
】
避
難
所
運
営
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
、
地
震

災
害
の
基
礎
知
識
、
災
害
に
対

す
る
備
え
、
土
砂
災
害
の
基
礎

知
識　

な
ど

【
費　

用
】
無
料

※ 

会
場
の
準
備
、
使
用
料
な
ど

は
申
請
者
の
負
担
で
す
。
ま

た
、
講
師
の
日
程
調
整
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
危
機
管
理
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
危
機
管
理
課
☎
内

線
２
４
１
０

必
要
で
す
。（
平
成
27
年
度
中

に
申
請
済
の
人
は
、
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。）

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
支
給
対
象
者
】

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１

日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を

受
け
る
人
（
戦
没
者
な
ど
の
妻

や
父
母
な
ど
）が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

遺
族
１
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑴ 

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
」
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
人

⑵
戦
没
者
な
ど
の
子

⑶ 
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母 

②

孫 
③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ

と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

【
支
給
内
容
】
額
面
25
万
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債

【
申
請
期
限
】
平
成
30
年
４
月

２
日
ま
で

第
10
回
特
別
弔
慰
金

　

戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
戦

没
者
の
皆
様
に
、
改
め
て
弔
慰

の
意
を
表
す
た
め
、
ご
遺
族
の

皆
様
へ
特
別
弔
慰
金
（
記
名
国

債
）
を
支
給
し
ま
す
。

　

今
回
の
弔
慰
金
は
、
償
還
額

を
年
５
万
円
に
増
額
す
る
と
と

も
に
、
５
年
ご
と
に
国
債
を
交

付
し
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
に
は
個
人
番
号

カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
な
ど
が

年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金

　

賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
お
よ

び
に
く
い
低
所
得
の
高
齢
者
を

を
対
象
に
、
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】
平
成
27
年
度

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象

者
の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中
に
65

歳
以
上
と
な
る
人
（
昭
和
27
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

（�

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
の
支
給
要
件
）

▽ 

基
準
日(

平
成
27
年
１
月
１

日)

に
、
市
に
住
民
登
録
を

し
て
お
り
、
平
成
27
年
度
の

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
人

　

た
だ
し
、
次
の
人
は
給
付
金

の
対
象
者
と
な
り
ま
せ
ん
。

○ 
平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
生
活

保
護
制
度
の
被
保
護
者
と

な
っ
て
い
る
人

○ 

申
請
後
、
支
給
決
定
す
る
ま

で
に
死
亡
し
た
人

【
支
給
額
】
対
象
者
１
人
に
つ

き
３
万
円

【
申
請
手
続
】

（
申
請
方
法
）
４
月
上
旬
に
対

象
者
へ
郵
送
さ
れ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書

類
と
あ
わ
せ
て
返
送
、ま
た
は
、

市
役
所
の
給
付
金
窓
口
・
各
支

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
受
付
期
間
）
４
月
11
日
㈪
〜

７
月
31
日
㈰　

（
消
印
有
効
）

※ 

原
則
、
郵
送
に
よ
る
受
付
と

な
り
ま
す
。
窓
口
で
の
受
付

は
、
４
月
11
日
㈪
〜
７
月
29

日
㈮
の
執
務
時
間
中
に
受
付

し
ま
す
。

【
給
付
金
の
支
給
】　

申
請
内
容

を
審
査
し
、
支
給(

不
支
給)

の
結

果
を
通
知
し
ま
す
。
給
付
金
の
支

給
は
、
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
口

座
へ
５
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
振
り
込

み
予
定
で
す
。

【
申
込
・
問
合
先
】
福
祉
課(

給

付
金
担
当
専
用) 

☎
49

‐

７
０

８
６
ま
た
は
、
吉
田
・
三
間
・

津
島
支
所
福
祉
環
境
係

※ 

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
第
10

回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【

請

求
・

問

合

先

】

福

祉

課

援

護

福

祉

係

☎

内

線

２
１
５
４
・
２
０
４
６

４月の機構改革により、課・係名や内線番号が異なる場合があります。
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市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎２４ ‐ １１１１
□ 吉 田 支 所 ☎５２ ‐ １１１１

□ 三 間 支 所 ☎５８ ‐ ３３１１
□ 津 島 支 所 ☎３２ ‐ ２７２１
□ 宇和海支所 ☎６２ ‐ ０３１１

く
ら
し

【
問
合
先
】
保
険
健
康
課
後

期
高
齢
者
医
療
係
☎
内
線

２
１
８
７
・
２
１
８
１
ま
た
は
、

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
☎
０
８
９

‐

９
１
１

‐ 

７
７
３
３

年金収入による保険料の例（単身世帯の場合）

年金収入 軽減割合 保険料（年額） 前回との比較

８０万円 均等割９割軽減 ４，６３０円 110円増

１５０万円 均等割 8.5 割軽減 ６，９４０円 160円増

２００万円
均等割２割軽減
所得割５割軽減

５８，５７０円 1,120 円増

（
年
金
・
保
険
料
な
ど
）

■
国
民
年
金
・
国
民
年
金
保
険
料

【
年
金
額
の
決
定
】

　

平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
支

給
額
は
、
前
年
度
と
同
じ
く

月
額
６
５
，
０
０
８
円
（
年
額

７
８
０
，
１
０
０
）
で
す
。
額

改
定
通
知
書
の
送
達
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
支
払
額
通
知
書
が
６

月
に
日
本
年
金
機
構
よ
り
郵
送

さ
れ
ま
す
。

【
国
民
年
金
保
険
料
】

　

４
月
か
ら
の
平
成
28
年
度

国
民
年
金
保
険
料
は
、
１
６
，

２
６
０
円
で
、前
年
度
（
１
５
，

５
９
０
円
）
よ
り
６
７
０
円
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
の
申
請
】

　

平
成
27
年
度
に
学
生
納
付
特

例
を
承
認
さ
れ
た
人
で
、
平
成

28
年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学
す

る
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」（
返

信
用
ハ
ガ
キ
）
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返

送
す
る
こ
と
で
学
生
納
付
特
例

の
継
続
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
２
月
上
旬
以

降
に
手
続
き
を
し
た
人
は
返
信

用
ハ
ガ
キ
の
送
付
が
５
月
以
降

に
な
る
見
込
み
で
す
の
で
、
そ

の
間
は
未
納
扱
い
に
な
り
ま
す
。

再
度
４
月
の
段
階
で
免
除
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

在
学
す
る
学
校
な
ど
を
変
更

し
た
人
は
、
再
度
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
。

【
問
合
先
】

市
民
課
国
民
年
金
係
☎
内
線

２
１
３
３

宇
和
島
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課
☎
22

‐

５
３
４
４

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

医
療
給
付
費
に
見
合
う
保
険
料

収
入
を
確
保
し
、
健
全
な
運
営

を
維
持
す
る
た
め
、
２
年
に
１

度
保
険
料
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
県
財
政
安
定
化
基
金

　
平
成
２８
年
度
か
ら
変
更
・
開
始
さ
れ
る
主
な
制
度
・
サ
ー
ビ
ス

（
国
・
県
・
広
域
連
合
が
３
分

の
１
ず
つ
積
み
立
て
）
を
活
用

し
た
上
で
、
平
成
28
・
29
年
度

の
保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た
。

【
保
険
料
の
計
算
方
法
】

　　

１
人
あ
た
り
の
保
険
料
は
、

被
保
険
者
が
等
し
く
負
担
す
る

「
均
等
割
額
」
と
前
年
所
得
に

応
じ
て
負
担
す
る「
所
得
割
額
」

の
合
計
に
な
り
ま
す
。
平
成
28

年
度
の
保
険
料
は
、
平
成
27
年

の
所
得
な
ど
を
基
に
７
月
ご
ろ
に

算
定
し
、
個
人
に
通
知
し
ま
す
。

【�

保
険
料
の
負
担
軽
減
を
継
続

し
ま
す
】

▽
所
得
の
低
い
人

　

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ

て
、
均
等
割
額
を
最
大
９
割
軽

減
し
ま
す
。
今
回
も
２
割
軽
減

と
５
割
軽
減
の
対
象
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
基
礎
控
除

後
の
総
所
得
金
額
な
ど
が
58
万

円
以
下
の
人
は
、
所
得
割
額
を

５
割
軽
減
し
ま
す
。

▽�

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
人

　

制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
、

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人

（
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康

保
険
組
合
は
除
く
）
は
、
所
得

割
額
の
負
担
は
な
く
、
均
等
割

額
が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

平成28・29年度　保険料の計算方法

均等割額（金額） 被保険者が等しく負担（46,308円）

＋

所得割額
前年所得に応じて負担
【総所得金額等－基礎控除（33万円）】

×所得割率（9.16％）

＝

保険料（年額）【限度額 57 万円】※10円未満切捨て。

４月の機構改革により、課・係名や内線番号が異なる場合があります。
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たうん情報

■
各
種
福
祉
手
当
額

　

法
律
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

28
年
４
月
分
か
ら
、
福
祉
手
当

額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。（
月

額
０.

８
％
増
）

【
問
合
先
】
福
祉
課
障
害
福
祉

係
☎
内
線
２
１
１
０
・
児
童
福

祉
係
☎
内
線
２
１
４
１

手当の種類 平成２７年４月～ 平成２８年４月～

特別児童扶養手当（１級） 51,100円 ５１，５００円

特別児童扶養手当（２級） 34,030円 ３４，３００円

特別障害者手当 26,620円 ２６，８３０円

障害児福祉手当 14,480円 １４，６００円

福祉手当（経過措置分） 14,480円 １４，６００円

児童扶養手当（全額支給） 42,000円 ４２，３３０円

児童扶養手当（一部支給） 9,910～41,990円 ９，９９０～４２，３２０円

（
法
律
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

■�

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

さ
れ
ま
す

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
国

や
市
町
村
と
い
っ
た
行
政
機
関

や
民
間
事
業
者
に
よ
る
、「
障

が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
」
を

な
く
し
、
す
べ
て
の
人
が
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お

互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

あ
い
な
が
ら
共
生
で
き
る
社
会

を
作
る
た
め
の
法
律
で
す
。

【
対
象
と
な
る
人
】

▽ 

障
害
者
基
本
法
で
定
め
ら
れ

た
、
障
が
い
の
あ
る
す
べ
て

の
人
（
身
体
障
が
い
、
知
的

障
が
い
、
精
神
障
が
い
・
発

達
障
が
い
を
含
む
）

▽ 

心
身
の
機
能
の
障
が
い
が
あ

る
人
で
、
社
会
的
障
壁
に

よ
っ
て
日
常
生
活
や
社
会
生

活
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
人

※ 

障
害
者
手
帳
を
も
っ
て
い
な

い
障
が
い
の
あ
る
人
も
含
ま

れ
ま
す
。

【
障
が
い
を
理
由
と
し
た
差
別
】

　

障
が
い
を
理
由
と
し
た
差
別

に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

○
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

　

正
当
な
理
由
が
な
く
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
提
供
を
拒
否
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
な
ど
。

○
合
理
的
配
慮
の
不
提
供

　

障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
、
何

ら
か
の
配
慮
を
求
め
る
意
思
表

明
が
あ
っ
た
と
き
に
、
社
会
的

障
壁
を
取
り
除
く
合
理
的
な
配

慮
を
し
な
い
こ
と
。

　

こ
れ
ら
を
法
律
で
禁
止
し
た

り
、
法
的
義
務
や
努
力
義
務
を

課
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】
福
祉
課
障
害
福
祉

係
☎
49

‐

７
０
１
６

■
宇
和
島
地
区
向
け

　
火
災
発
生
放
送
の
開
始

　

宇
和
島
地
区
で
は
、
火
災
発

生
の
緊
急
放
送
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
４
月
１
日
よ

り
、
宇
和
島
地
区
の
沿
岸
部
・

離
島
部
を
対
象
と
し
て
、
火
災

発
生
時
の
緊
急
放
送
を
行
い
ま

す
。

【
対
象
地
区
】

① 

沿
岸
部（
石
応
、小
池
、九
島
、

三
浦
、
遊
子
、
下
波
、
蒋
淵
）

② 

離
島
部
（
日
振
島
、
戸
島
、

嘉
島
）

【
放
送
機
器
】
各
地
区
の
屋
外

拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー

地　区 放送設備
朝 昼 夕方 夜

時報 行政連絡 ＪＡ放送 時報 行政連絡 ＪＡ放送 時報 行政連絡 ＪＡ放送

宇和島
防災ラジオ ー ６：25 ～

ー
ー 12：55 ～

ー
ー 18：56 ～

ー
屋外拡声スピーカー ６：00 ー 12：00 ー 18：00 ー

吉　田
防災ラジオ ー

６：50 ～ ７：10 ～
ー

ー 12：50 ～
ー

19：00 ～ 19：40 ～
屋外拡声スピーカー ６：00 12：00 17：00

三　間
防災ラジオ

６：00 ６：30 ～ ７：00 ～
ー

ー ー
ー

19：20 ～ 19：30 ～
屋外拡声スピーカー 12：00 17：00

津　島
防災ラジオ

６：00
６：40 ～ ７：20 ～

12：00 ー ー 17：00
19：10 ～ 19：50 ～

屋外拡声スピーカー ー ー ー ー

※ 

防
災
ラ
ジ
オ
で
の
放
送
は
し

ま
せ
ん
。

【
放
送
実
施
者
】
消
防
本
部

※ 

火
災
の
延
焼
の
恐
れ
が
無
く

な
っ
た
場
合
も
放
送
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
危
機
管
理
課
☎
内

線
２
０
３
０

■�

防
災
ラ
ジ
オ
・
屋
外
拡
声

　
ス
ピ
ー
カ
に
よ
る
放
送

「�

放
送
時
間
の
変
更
と
宇
和
島

地
区
で
の
放
送
開
始
」

　

行
政
連
絡
は
、
お
知
ら
せ
す

る
情
報
が
あ
る
と
き
の
み
放
送

し
ま
す
。
ま
た
、
宇
和
島
地
区

の
時
報
は
一
部
地
域
の
み
放
送

し
ま
す
。

（
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
）

　

ラ
ジ
オ
放
送
（
時
報
・
行
政

連
絡
・
Ｊ
Ａ
放
送
）
は
通
常
音

量
（
ラ
ジ
オ
の
設
定
音
量
）
で

放
送
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
先
】
総
務
課
秘
書
広
報

係
☎
内
線
２
４
１
５

〈
お
願
い
〉

　

火
災
の
発
生
を
確
認
し

た
場
合
は
、
速
や
か
に
１

１
９
番
通
報
を
お
願
い
し

ま
す
。

４月の機構改革により、課・係名や内線番号が異なる場合があります。
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市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎２４ ‐ １１１１
□ 吉 田 支 所 ☎５２ ‐ １１１１

□ 三 間 支 所 ☎５８ ‐ ３３１１
□ 津 島 支 所 ☎３２ ‐ ２７２１
□ 宇和海支所 ☎６２ ‐ ０３１１

１
つ
以
上
が
必
要
で
す
。

▽
利
用
者
用
電
子
証
明
書

▽
住
民
基
本
台
帳
用

▽
券
面
事
項
入
力
補
助
用

　

こ
の
３
種
類
は
、
数
字
４
桁

で
設
定
し
ま
す
（
同
じ
暗
証
番

号
の
設
定
が
可
能
で
す
）。

■
本
人
確
認
書
類

【
本
人
が
受
け
取
る
場
合
】

書
類
①
の
う
ち
１
点
ま
た
は
、

書
類
②
の
う
ち
２
点
・
う
ち
１

点
は
官
公
署
発
行
の
も
の
）

【
代
理
人
が
受
け
取
る
場
合
】

▽
本
人
確
認
用

■ 

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
の
交
付
申
請

を
し
た
人
に
、「
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発
行
通

知
書
兼
照
会
書
」（
以
下
、
ハ

ガ
キ
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

【
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
】

　

ハ
ガ
キ
に
記
載
さ
れ
た
場
所

へ
、
受
け
取
り
に
必
要
な
物
を

本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

15
歳
未
満
ま
た
は
成
年
被
後
見

人
が
交
付
申
請
者
の
場
合
は
、

法
定
代
理
人
と
一
緒
に
本
人
も

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
両
方
を

所
有
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
交
付
時
に
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
を
返
却
く
だ
さ
い
。

【
受
け
取
り
に
必
要
な
物
】　

▽ 

ハ
ガ
キ

▽
通
知
カ
ー
ド

▽ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
所

有
者
の
み
）

▽
本
人
確
認
書
類

※ 

以
後
、「
本
人
確
認
書
類
」は
、

後
述
す
る
一
覧
表
を
確
認
く

だ
さ
い
。

■
代
理
人
に
よ
る
受
け
取
り

　

ご
本
人
が
病
気
、
身
体
の
障

が
い
、
そ
の
ほ
か
や
む
を
得
な

い
理
由
で
交
付
場
所
で
の
受
け

取
り
が
困
難
な
場
合
に
限
り
、

代
理
人
に
よ
る
受
け
取
り
を
委

任
で
き
ま
す
。

※ 

通
学
や
仕
事
な
ど
の
理
由
で

は
委
任
で
き
ま
せ
ん
。

【
受
け
取
り
に
必
要
な
物
】　

▽ 

ハ
ガ
キ

▽
通
知
カ
ー
ド

▽ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
所

有
者
の
み
）

▽ 

委
任
者
の
本
人
確
認
書
類

（
本
人
の
顔
写
真
入
り
の
証

明
書
が
必
要
）

▽ 

本
人
の
交
付
窓
口
で
の
受
け

取
り
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を

証
す
る
書
類
（
診
断
書
、
本

人
の
障
害
者
手
帳
、
本
人
が

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

事
実
を
証
す
る
書
類
な
ど
）

▽
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

▽
代
理
権
者
の
確
認
書
類

○
法
定
代
理
人
の
場
合

　

戸
籍
謄
本
（
本
籍
地
が
市
内

で
あ
る
場
合
は
不
要
）
そ
の
他

の
資
格
を
証
明
す
る
書
類

○
法
定
代
理
人
以
外
の
場
合

　

委
任
状
（
ハ
ガ
キ
の
「
委
任

状
」
欄
へ
の
記
入
で
可
）

■
暗
証
番
号
設
定
が
必
要
で
す

　

交
付
窓
口
で
暗
証
番
号
を
設

定
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
考
え

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

「
署
名
用
電
子
証
明
書
」

　

英
数
字
６
文
字
以
上
16
文
字

以
下
で
設
定
し
ま
す
。
英
字
は

Ａ
〜
Ｚ
ま
で
、
数
字
は
０
〜
９

ま
で
が
利
用
で
き
、
い
ず
れ
も

書
類
①
の
う
ち
２
点
ま
た
は
、

書
類
①
・
②
の
う
ち
各
１
点
も

し
く
は
書
類
②
の
う
ち
３
点

※ 

書
類
②
が
３
点
の
場
合
、
そ

の
内
１
点
は
、
官
公
署
が
発

行
し
た
顔
写
真
付
き
の
も
の
。

▽
代
理
人
確
認
用

書
類
①
の
う
ち
２
点
ま
た
は
、

書
類
①
・
②
の
う
ち
各
１
点

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
合
先
】

○
「
制
度
」
に
つ
い
て

企
画
情
報
課
☎
内
線
２
５
０
６

○
「
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て

市
民
課
☎
49

‐

７
０
７
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト

h
ttp
s://w

w
w
.k
o
jin
b
a
n
g
o
-

ca
rd
.g
o.jp
/

総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎�

０
１
２
０

‐

９５

‐�

０
１
７
８

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度  

　
通
知
書
兼
照
会
書
の
﹁
ハ
ガ
キ
﹂
が
届
い
た
ら
？

確認書類の種類

書

類

①

住民基本台帳カード（写真付きのみ）/運転免許
証 /運転経歴証明書（交付年月日が平成24年４月
１日以降のもの）/旅券 /身体障害者手帳 /精神障
害者保健福祉手帳 /療育手帳 /在留カード /特別
永住者証明書 /一時庇護許可書 /仮滞在許可書

書

類

②

健康保険証 / 年金手帳 / 社員証 / 学生証 / 学校名
が記載された各種書類 / 預金通帳や医療受給者
証などで「氏名・生年月日」または「氏名・住所」
が記載されたもの

■
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
か
た

り
、
預
金
口
座
番
号
な
ど
の
個

人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る

電
話
や
、
訪
問
が
全
国
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

各
機
関
か
ら
電
話
や
訪
問
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
決
し
て
１
人
で
対
応
せ
ず
、

相
手
の
名
前
や
用
件
を
メ
モ
し

て
各
機
関
に
相
談
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

マイナちゃん

４月の機構改革により、課・係名や内線番号が異なる場合があります。
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